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授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2008年度シラバス

生物 (Biology)

津田 久美子 非常勤講師

機械工学科・3年D組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A2(100%) 

生物学の基礎を形態学・発生生物学的視点で講義する．細胞・生殖と発生のしくみについて学習する．なお
，随時現代社会における生物科学技術の応用例，生命科学に課せられた問題点について解説する．

【A2 】 細胞の構造と細胞小器官の機能を理解できる．
細胞の構造と細胞小器官の機能を理解できているか，中間試
験で評価する．

【A2 】 細胞の増殖の方法と生物体の構造の多様性を理解で
きる．

細胞の増殖の方法と生物体の構造の多様性を理解できている
か，中間試験およびレポートで評価する．

【A2 】 生殖細胞の形成過程と受精のしくみを理解できる．
生殖細胞の形成過程と受精のしくみを理解できているか，定
期試験およびレポートで評価する．

成績は，試験70%，レポート30%として評価する．2回の試験成績の平均点を70%，レポートを30%で総合評価す
る．100点満点で60点以上を合格とする．

資料プリントを随時配布する．

授業で随時紹介する．

特になし．

特になし．



テーマ 内容（目標，準備など）週

授業計画１（生物）

1 本講義の概説　実習：植物体スケッチ
本講義の目標と，受講する上での注意事項の説明をおこなう．生物の実験・実習の基本となるスケッチの方法に
ついて学ぶ．

2 細胞説と細胞の研究法 生物の構成単位である細胞について解説し，生物の定義について考える．

3 植物細胞と動物細胞
細胞についての研究から，細胞には多様性があると同時に，どの細胞にも共通する生命の営みがあることが明ら
かとなった．植物細胞と動物細胞の基本構造（細胞小器官）を比較しながら，その相違点と共通点を学習する．

4 細胞内小器官
各細胞内小器官は，自己複製・エネルギー獲得・物質の合成と運搬などの重要な役割を担っている．その役割分
担と仕組みについて学習する．

5 細胞の増殖と分化
細胞は細胞分裂によって増殖する．生物体をつくる体細胞が分裂するときにおこる体細胞分裂の過程について，
動物細胞と植物細胞とを比較しながら学習する．

6 生物体の構造
自然界には多様な生物が存在し，からだの構造も異なっている．原核生物と真核生物，単細胞生物と多細胞生物
，植物体と動物体の構造を比較しながら，その多様性について学習する．

7 実習：光学顕微鏡を用いた植物組織の観察 光学顕微鏡を用いて，ツバキの葉とタマネギのりん葉の細胞を観察する．

8 中間試験 第1週から第7週までの内容について，中間試験を実施する．

9 中間試験解説　生殖の方法
「自己と同じ種類の新しい個体をつくることによって増殖する」，これは生物の最も重要な特質の一つであり，
生殖とよばれる．生殖のしかたにはさまざまな方法があるが，配偶子によらない無性生殖と配偶子による有性生
殖とに大きく分けられる．その相違点について学習する．

10 減数分裂
配偶子などの生殖細胞ができる過程では，染色体数が半減する減数分裂という特殊な細胞分裂がおこる．減数分
裂の過程と，減数分裂と有性生殖によってできる子の多様性について学習する．

11 動物の配偶子形成と受精
動物の雌は配偶子として卵をつくり，雄は配偶子として精子を形成する．その後，卵と精子は受精して受精卵が
できる．精子・卵の形成過程および動物の受精のしくみについて学習する．

12 ヒトの誕生 ヒトの配偶子形成と受精，および誕生までの過程ついて学習する．（DVD視聴）

13 動物の胚発生 動物の胚発生のしくみについて，ウニとカエルを比較しながら学習する．

14 実習：ウニの発生プレパラートの観察 光学顕微鏡を用いて，ウニの発生プレパラートを観察する．

15 植物の配偶子形成と受精，胚発生
被子植物が有性生殖を行う場合は，雄性配偶子である精細胞と雌性配偶子である卵細胞が合体し，受精する．被
子植物の配偶子形成過程，受精のしくみおよびその後の胚発生と種子形成のしくみについて学習する．

備

考
前期中間試験および前期定期試験を実施する．


